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研究成果の概要（和文）：仮想エージェントとの対話ロールプレイの中から、ユーザの聞き方、送信技能に関し
て、正の強化を促すフィードバックを提示する対話システムを構築した。SST訓練効果についての評価は従来の
質問紙（Social Responsiveness Scale-2、自己効力感）および精神科医師による指標により実施した。本研究
期間では、ユーザの聞き方、適切なフィードバックの提示方法および社会的自己効力感、仮想エージェントの見
た目の受容性に関して基礎的なシステム構築と実験評価を行った。

研究成果の概要（英文）：We built a dialogue system that provides feedback that encourages positive 
reinforcement regarding the user's listening and expressive skills. The evaluation of the SST 
training effect was carried out using questionnaires (eg. Social Responsiveness Scale-2, general 
self-efficacy) and a rating by a psychiatrist. During this research period, we implemented a basic 
system and evaluated it by experiments with regard to listening to users, and how to provide 
appropriate feedback. We also explored the improvement of self-efficacy and the acceptability of 
virtual agents.

研究分野：知覚情報処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により次の目的を達成することを目指す。日常生活の中で、自閉スペクトラム症をはじめとした発達障害
児が自分の状態や都合に合わせ、オンデマンドでコミュニケーションスキルを訓練できるシステムを構築する。
また、精神科医師が行うSSTの補助となるシステムを構築する。
ソーシャルスキルトレーニングを活用したトレーニング手法が、医療職者等による訓練手法に比してどの程度代
替可能か、ないしは新たな貢献が可能か、当該訓練とその効果に関する研究に新たな展開を見出すことが可能に
なる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
自閉スペクトラム症をはじめとする発達障害児が受診に訪れる数は年々増加傾向にある
（2012年の Centers for Disease Control and Preventionの調査では、68人に 1人の罹患率）。
しかしながら、これらの人々を専門的に診断、訓練する小児精神科医師、臨床心理士等のいる機
関は限られている。そのため、訓練実施機関を増やすことが喫緊の課題となっており、「受けた
いときに、どこでもできる」訓練を自動化する技術の開発が期待される [1-4]。本研究では、自
閉スペクトラム症児をはじめとした社会的コミュニケーションを苦手とする方々のための訓練
手法として医学的に確立・実証されているソーシャルスキルトレーニング（SST）を反映したコ
ンピュータ対話システムの構築を目指す。本研究により、下記の実現が期待される。 
(1) 日常生活の中で、自閉スペクトラム症をはじめとした発達障害児が自分の状態や都合に合わ
せ、オンデマンドでコミュニケーションスキルを訓練できるシステムを構築する。また、精神科
医師が行う SSTの補助となるシステムを構築する。 
(2) ソーシャルスキルトレーニングを活用したトレーニング手法が、医療職者等による訓練手法
に比してどの程度代替可能か、ないしは新たな貢献が可能か、当該訓練とその効果に関する研究
に新たな展開を見出すことが可能になる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、データに基づき、SST の枠組みに
全体的に順じたコミュニケーションを訓練できる対話
システムを構築することとともに、医療職者によるト
レーニングと比したシステムの客観的な訓練効果を評
価するという点である。SST は右図に示す様に、課題
設定、目標設定、モデリング、ロールプレイ、フィード
バック、宿題から構成されている [5]。 
また知能情報学としては、知的にユーザの状態を推
定し、行動介入を自動的に行う対話モデルの構築が期
待される。さらに技術的要素として、機械学習および深
層学習による音声認識、韻律認識、画像、視線認識、各
種情報の統合・フィードバック生成、対話応答生成が含
まれる。本研究では、これら各要素での精度向上を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
仮想エージェントとの対話ロールプレイの中から、ユーザの聞き方、送信技能に関して、正の
強化を促すフィードバックを提示する対話システムを構築する。SST 訓練効果についての評価は
従来の質問紙（Social Responsiveness Scale-2、自己効力感）および精神科医師による指標に
より実施する。本研究期間では、ユーザの聞き方、適切なフィードバックの提示方法および社会
的自己効力感、仮想エージェントの見た目の受容性に関して基礎的なシステム構築と実験評価
を行った。以下にその成果をまとめる。 
 
４．研究成果 
 
(1) 話を聞くスキルへの拡張 
我々は、SST の課題拡張を目指し、話をするスキルから、話を聞くスキルに焦点を当てた。話
を聞くスキルに関しては、27 名の大学院生 (女性 6 名、男性 21 名, 年齢平均 25.1 歳 (SD: 
2.13))が実験参加者として参加した。仮想エージェントが話している時の、実験協力者の聞いて
いる様子を収録し、臨床心理士 2名による動画主観評価を行なった。収録の際、眼球運動計測装
置により協力者の注視領域を記録した。また自閉症傾向 Social Responsiveness Scale-2 と個
性尺度 Ten Item Personality Inventory の取得も行った。 
話を聞くスキルに関しては、うなずきの頻度および発話の頻度を合計した値と、聞くスキルの
評価値に相関係数 0.59 の関係性が見られた。また重回帰による聞くスキルの線形推定モデルを
作成し、26 名でのモデル学習および 1 名の予測における交差検証を行い、実測値と予測値にお
いて相関係数 0.38 で予測が可能であることを示した。これにより、話を聞くスキルに関して調
査を進め、仮想エージェントとの対話からの自動評価の可能性を示した [6]。これにより、精神
科医が行うスキル群に沿った訓練が可能になった。 
 



(2) 適切なフィードバックの提示方法お
よび社会的自己効力感 
これまでの仮想エージェントを拡張する
ため、対話プラットフォーム Greta を用
いてエージェントの再構築を行ない、精
神科医が行っている SST プロセスに従う
「自動ソーシャルスキルトレーナー+」を
新たに構築した（右図）。 
2 種類のフィードバックを実装し、その
影響を調査した：1）画面表示されたフィ
ードバックと、2）以前のトレーニングの
結果に基づく履歴を考慮したフィードバック。 
開発したシステムを実験的にユーザが使用して、自信につながる社会的自己効力感、フィード
バック評価、トレーニング前後の精神科医による評価、を計測しその有効性を確認した。結果と
して、画面表示されたフィードバックと、人間が話す様な口頭でのフィードバックに関して、そ
の好みに有意な差はみられなかったが、傾向としては画面表示されたフィードバックがより好
ましいという結果を得た。加えて、以前のトレーニングの結果に基づくフィードバック提示が、
それが無いものよりも有意に好ましいと判定された。またシステムを使用する前後で、社会的自
己効力感尺度および精神科医によるスキル評価が、有意に向上することが確認された [7]。これ
らの知見はよりシステムを詳細に作り込み、根拠を見出していくという点で重要であると考え
る。 
 
(3) 仮想エージェントの見た目の受容性 
自動 SST の設計にあたって、 仮想エージェントの種類による受け入れやすさ、好ましさなど
種々の尺度に関して調査を行った。仮想エージェントの画像と動画を用意し、固定された SST の
シナリオに対して、合計 912 名の日本人クラウドワーカーが評価を試みた。結果として、女性
のアニメ型の仮想エージェントが有意に受け入れられることがわかった。また参加者の性別、年
齢、自閉症傾向に関係して有意に差のある仮想エージェントと質問項目の関係性も調査した。こ
れらの知見は、個人に適応した仮想エージェントの設計で重要だと考えられる [8]。 
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